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＜ 9条改憲・労働法制改悪ノー！＞
レイバーネット 18 年目の活動を広げよう

2018総会の案内　特別企画「韓国民主主義から学ぶこと」
今年の総会を下記の内容で行います。韓国民主主

義の息吹に触れて、英気を養いましょう。
3 月 24 日（土）13.30 ～ 17.00（開場 13.00）
場所＝スペースたんぽぽ（東京・水道橋 7 分 

TEL03-3238-9035） 
参加費：会員無料（一般 500 円）
第一部 13.30 ～ 15.00 レイバーネット総会〔経

過報告・今年の計画・レイバーネット TV・その他〕
第二部 15.10 ～ 17.00 特別企画「韓国民主主義
から学ぶこと」

映像＝「ソウル革新クラブ」（10 分）
講演＝白石孝さん
『市民民主主義を創る−ソウル市長からのメッセー
ジ』（3月上旬刊行）の著者・白石孝さんをゲストに、
行政・労組・市民がコラボして政策立案を始めて
いる韓国民主主義から何を学べるかをディスカッ
ションしたい。またソウルにある運動のためのフ
リースペース「ソウル革新クラブ」（2018 年 1 月撮
影・依 草太）を映像で紹介する。

2001 年に発足したレイバーネット日本は今年で
18 年目に入った。最近、レイバーネットに関する
文書が 2 つ発表された。「わたしはレイバーネット
の立ち上げに出会った。2001 年、時代の転換期の
ことである。当時、わたしはパソコンなど持ってい
なかったので、右も左も分からずにネットのでき
る会員のしっぽにぶら下がっていた。それでいて
この集団のささやかな試みが魅力的だった。なぜだ
ろう。それは一言でいえば、世界の労働運動とネッ
ト運動を結びつけたインターナショナルな活動を
みんなで手さぐりで学習しはじめたからだ」（木下
昌明／週刊『新社会』）。「今の世の中に声を上げた
い、書きたい、撮りたい、表現したい人はたくさん
いる。しかしその『場』はなかなかない。政治色が
強い場合は敬遠される。レイバーネットというネッ
トワークのユニークさは、自由でゆるやかなとこ
ろだろう。一人でできなくてもネットワークの中
で可能性は広がり、新たなものを生み出していく。
そんな役割をレイバーネットは果たしていきたい」
（松原明／『フラタニティ』2月号）。

18 年間、持続的活動を積み重ねてきたレイバー
ネット。しかし、その長さゆえのさまざまな問題
が今起きている。直面している課題は、（1）財政
が底をついてきたこと（2）スタッフメンバーの高
齢化（3）TV スタジオ「竹林閣」の休止、である。
これに対処するため 1 月 10 日の拡大事務局会議で
は、時間をかけてディスカッションした。その結
果、当面の打開策として（1）財政節約のためニュー
スレター発行を年 5回から年 3回にする。レイバー
ネット TV を月 2 回から月 1 回にする。緊急 50 万
円カンパを呼びかける。（2）シニアからミドルへ。
シニア層が活動の中心を担ってきたが徐々にミド
ル層に移行する。（3）新たなスタジオとして「スペー
スたんぽぽ」を使う。会場が広くなる利点を活か
して「公開放送」とし輪を拡げていく、などである。
会議では「節約」だけでなく前向きの提案も出され
た。この間、若者を中心に定着してきた「ブックク

ラブ」に続
いて 3 月に
は「シネク
ラブ」を発
足させるこ
とにした。
18 年目を

迎えたレイ
バーネット
の会員数は
現在約 560
人。その輪
は日本全国
だけでなく
世界にも広
がっている。日本はいま、安倍による「9 条改憲」
と「労働法制改悪」の歴史的ダブルパンチを迎え
ている。負けられないたたかいだ。会が抱える困
難をみんなで乗り越え、2018 年を新たな飛躍の年
にしようではないか。（M）

●ヘルプ！緊急 50 万円カンパのお願い

レイバーネット TV は昨年末で合計 127 回の放送
を行った。TV のおかげでレイバーネットの運動が
大きく広がってきた。放送当初は大口カンパもあ
り財政問題はクリアできたが、年数を重ねるごと
に支出の負担が大きくなってきた。また発送費の
値上げや交通費などの負担も増大している。現在、
レイバーネットの手持ち現金は約 10 万円で、かな
りのピンチである。そこで、今回緊急 50 万円カン
パを呼びかけることにした。ぜひみなさんの協力を
お願いしたい。50 万円集まれば当面乗りきること
ができる。また会費の納入もよろしくお願いした
い。（事務局） ＊封筒の宛名のところに「会費納入
期限」が記してあります。送金は郵便振替をご利用
ください。00150-2-607244「レイバーネット日本」。
銀行口座・ペイパルもあります。

非正規差別とたたかうメトロコ
マース支部（3面参照）
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2018 年のレイバーネット TV 〜リニューアルで「再起動」

お待たせいたしました。レイバーネット TV、リ
ニューアルで始動開始です。「スペースたんぽぽ」
で月 1 回、第 3 水曜日を原則に放送（3 月は第 4 水
曜日）。
・3/28（水）、4/18（水）、5/16（水）、6/20（水）、
7/18（水）
・放送時間　午後 7時 30 分～ 8時 45 分
・内容　動画ニュース、特集、その他（歌・川柳・
　　映評・コラムなど）
特集はチームを組んで企画・構成・運営します。

テーマとしては反五輪、フクシマ /原発、労働問題
などが上がっています。トーク交流タイムを設定し
ます（8 時 45 分～ 9 時）。言いたいこと、感想を言
い合おう（投げ銭歓迎。ワンドリンクコーナーも設
置予定）。マスメディアがアベ化し、しっかり物事
を見極め、考えることが少なくなっているように感
じる昨今。真実を伝え、何とかせねばと訴えるメ
ディアの存在はとても重要です。レイバーネットに
寄せられる数多くのニュース、写真、動画。その中
から厳選してお送りする動画ニュース。特集はぜひ
ともみなさんに参加していただきたい。こんな問題
を取り上げてほしいというご意見お寄せください。
また一緒に番組作りをしましょう。会場の「スペー
スたんぽぽ」は入場無料。インターネット環境のな

い方も気軽に立ち寄れます。なによりも、直接ナマ
で放送を見るのは楽しいです。来て見てください。
ご期待ください。（尾澤邦子）

●「渡辺照子さん雇止め問題」記事、大反響でサー
バーが止まる！

2017年 12月、レイバーネット前代未聞のサーバー
トラブルがありました。実は以下の記事をベース
にした記事が「ハフィントンポスト」「ヤフーニュー
ス」に載りました。そこからレイバーネットにリン
クされたためアクセスが殺到し、レイバーネット
ウェブサイトの受け入れ限界をこえたためストッ
プしてしまったのです。「無期転換逃れ」の雇止め
問題に関心が広がっており、引き続き報道に力を
入れていきたいと思います。なお 2 月 27 日のレイ
バーネット川柳句会では「雇止め」をテーマに投
句を募集しています。

「この会社が私の人生を搾取したんです！」
〜派遣労働者・渡辺照子さん最後の出勤

12 月 6 日は、派遣労働者・渡辺照子さん（58 歳）
の最後の出勤日となった。渡辺さんの仕事は、都
内Ｃ社の一般事務で、2001 年から 17 年間働いてき
た。「3 か月更新」だが事実上「自動更新」で働き
つづけ、シングルマザーとして 2 人の子どもを育
ててきた。ところが 10 月末に突然「次の更新はな
い、12 月末で終了」と雇い止め解雇を通告された。
賞与も交通費もいっさい出ない「派遣労働者」に
は、退職金もない。そして、いきなり寒空の年末
に放り出されてしまうのだ。肩を落としながらと
ぼとぼと歩き、最後の出勤をする渡辺さん。午前 8
時半、会社のあるビルの入口で、渡辺さんはいき
なり会社名が刻んであるプレート板を、こぶしで
何度も叩いた。「この会社が私の人生を搾取したん
です！」。そして首にぶら下げている「入館カード」
を取りだしてこう言った。「私を雇い止めにした総
務部の最後の言葉は『最後の日にこのカードを返
してください』のたった一言でした。このカード
ぼろぼろでしょう。私みたい…」と絶句した。

抑圧された者へ寄り添うフェスティバル
〜レイバーフェスタに 210 人が集う〜

「映画『弁護人』がよかった。韓国の人権運動に
ついてもっと学びたい」「今の日本のことを思いな
がら見た」「衝撃的だった」。アンケートをみても、
12月16日のレイバーフェスタ2017の映画『弁護人』
は大好評だった。全体の参加者は 210 人。「みなさ
んと共有する時間が楽しく励まされた」「抑圧され
た者へ寄り添うフェスティバルだった」「自分で考
え自分で思える社会なんだと思った一日でした」な
どの声も寄せられた。香港から参加した労働 NGO の
代表は、「世界中の労働者が同じ状況でたたかって
いることがわかった。元気になるイベントだった」
と感想を壇上で述べた。また今回初企画の「ニッポ
ンのいま〜映像と報告」が好評だった。3 分ビデオ
は 19 本が上映され、4 つの個人賞が選ばれた。イ
ベント終了後、二次会には 37 人が集まり熱い交流

が続いた。
（＊フェスタ賛同金も多数寄せられ、財政的にも
黒字で終了しました。ありがとうございました。）

竹林閣最後の放送（2017 年 11 月 22 日）
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レイバーネットから生まれた新作ＤＶＤ紹介

レイバーネットシネクラブが発足−映画好きは集まれ！　

●『選挙が生まれる２・東京　私たちは歩き
始めた』（68 分）

2017 年 9 月 28 日、野党第 2 党だった民進党が事

実上解散し、わずか 3日前にできた「希望の党」へ

の合流を決めた。「希望の党」の政策協定書の原案

には「集団的自衛権には基本的に容認する」と明記

してあった。この日から、

それぞれの地域で培って

きた市民と野党の共闘運

動の真価が問われる闘い

がはじまった。映画「選

挙が生まれる２・東京　

私たちは歩き始めた」は、

史上初めて取り組まれた

参議院選挙での野党共闘

運 動（2016 年 ） の 第 2

ステージ（2017 年 10 月

衆議院選挙）を東京を舞

台に描いたものである。

衆議院選挙では、東

京だけでも 25 選挙区（小選挙区）が闘われる。そ

こでは、参議院選挙以上の厳しい闘いがくりひろ

げられた。カメラは、選挙区ごとの選挙戦の瞬間、

瞬間を追った。選挙の結果は、自公政権に 3 分の 2

議席を再び譲ってしまう形となった。しかしこの

選挙戦の過程は、これまでにない苦しいが意味あ

る場面の連続であった。今後の日本の民主主義運

動の展望を切り開く芽が、生まれたといっていい

ほどの。（湯本雅典）

制作： 湯本雅典　ナレーター：堀切さとみ　製

作協力：市民と野党をつなぐ会＠東京、チェンジ国

政！板橋の会他　テーマ音楽「ＧＯ ＶＯＴＥ こ

んな人たち」ジョニーＨ　価格：2000 円（税込）。

ＤＶＤご希望の方は、yumo@estate.ocn.ne.jp か

090-6039-6748 までどうぞ。また「湯本雅典のホー

ムページ」http://7colors.org/yumoto/ から直接

申し込めます。

●『非正規に尊厳を！−メトロレディーブルー
ス総集編』（52 分）

ビデオプレスが、東

京東部労組メトロコ

マース支部に出会っ

たのは 2013 年。もう

5 年も前のことにな

る。おさげ髪の後呂さ

んが、足を踏みならし

て、ストライキの第一

声を上げたときの感動

は忘れられない。そし

て、圧倒的少数のスト

ライキだったにもかか

わらず、瀬沼さんの

雇用延長を勝ち取ったときの驚きも。その後彼女

たちは、疋田さんの雇用延長も、実現した。一方、

基本的な労働条件である賃金や手当などの改善は

ほとんどなく、支部は 2014 年 5 月、労働契約法 20

条を盾に抜本的な非正規差別撤廃を求めて提訴し

た。メンバーは、次々に退職し、主要メンバーで残っ

ているのは後呂さんだけ。いま、疋田さんも瀬沼

さんも最低賃金にはりつくパートの仕事について

いる。年金だけでは生活が成り立たない、シニア・

シングルの非正規女性たちの現実だ。

2017 年 3 月、東京地裁の判決が出た。とるとこ

ろが一つもない不当判決だった。でも彼女たちは

ひるむどころか、さらに闘志をもやしている。ビデ

オプレスは、メトロコマースの闘いにそって、こ

れまで 3本の DVD を作成してきたが、今回「総集編」

として「非正規に尊厳を！」を完成した。あらた

に判決前後の映像が加わり、彼女たちの本音のトー

クも魅力だ。今国会のメダマは「働き方改革」だそ

うだ。安倍内閣のいつわりの「改革」に抗議したい。

そして、2000 万人を超える非正規労働者の実態を、

この DVD で訴えたい。上映会など企画していただ

ければうれしいです。（佐々木有美）＊詳細情報は

ビデオプレス HP をご覧ください。

ブッククラブに続いて、「レイバーネットシネク
ラブ」が発足します。映画批評家・木下昌明さんを
中心に映画について自由にディスカッションする場
です。とりあえず第一回を以下の内容で開催します。
ふるってご参加ください。今後の進め方も相談しま
す。

＜レイバーネットシネクラブ 第一回＞
3 月 4 日（日）午後 2時〜 4時半　
場所＝ブックカフェ二十世紀（「神保町」1分）
東京都千代田区神田神保町 2-5-4 2F  TEL03-

5213-4853

参加費　飲み物実費（コー
ヒー 380 円）
内容　「第 7 回死刑映画週間」

の映画を 1本見てくること
＊ 2/17 〜 2/23 ユーロスペー

スで開催。上映作品＝「スペシャ
リスト」「獄友」「弁護人」「新・
あつい壁」「プリズン・エクス
ペリメント」「HER MOTHER」「ヒ
トラーへの 285 枚の葉書」「白
と黒」。
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会員になれば、自分でニュースやイベント、お知
らせを提供できます。レイバーネット日本は組合や
個人が全国にアピールできる絶好の場所です。
　年会費　3,000 円　 

　（Ｂ会員＝ 5,000 円　通常 +ＴＶサポート）

レイバーネット日本の会員になりませんか
郵便振替　00150-2-607244　レイバーネット日本

銀行口座　東京都民銀行　小竹向原出張所

　　　　　普通　5002960

入会申込用アドレス　　　apply@labornetjp.org

電話　03-3530-8588　ファクス　03-3530-8578 

現会員数 560 名
ウエブアクセス 1日 6,000

新会員紹介

●「なにぬねノンちゃんねる」やってます　　

野口昌泰
「なにぬねノンちゃんねる」は、政治から娯楽ま
で幅広いジャンルの番組をラインナップしていま
す。初視聴の方でも楽しみながら視聴できる番組
つくりを、また政治、経済、被曝問題に今まで関
心のなかった方が、それらの問題に関心を持つきっ
かけとなるような番組つくりを目指しています。当
ちゃんねるは、特に既成のマスメディアを主な情
報源としている方に、より正確な知識を、より解
りやすく伝え、現状をより深く考える材料を提供
する番組を目指しています。当ちゃんねるの活動
はネットの世界に限りません。より多くの人と直
接つながり、共に考える方向を目指しています。「な
にぬねノンちゃんねる」は YouTube とツイキャス
でご覧いただけます。現在、定期放送 6 番組、不
定期放送 5 番組の計 11 番組です。ユーチューブ 
https://m.youtube.com/channel/UCb7YE3XHkvtM6Y-
nBq7fAMw　ツイキャス　https://twitcasting.tv/
jg1evh　お勧めは、偶数月第３木曜の「大人の社
会科教室」、第４木曜「情報バラエティミニ」その他、
不定期のニュース、独占インタビューです。 

●アスベスト公害を知らせたい　　北穂さゆり

ノンフィクションライターです。NTT 職員の労災
問題 (頸肩腕症候群 )の取材をしていた 2012 年に、
同じ労組に所属するエタニット社の労組と労災裁
判関係者と出会い、アスベスト問題の取材をはじめ
ました。その後 2014 年に関係者のご助力を受け『ア
スベストに奪われた花嫁の未来』( アットワークス
社 ) を執筆、出版しました。現在は、ドキュメン
タリー分野での映像の力に感銘し、自分自身試行
錯誤しながら、アスベスト公害を周知する映像作
品の、撮影・制作をしています。また、現在ある
高齢者が病臥し、本人の意思とは関係なく、家族
と医師の作為により無残に死期を早められた事件
の裁判が行われております。病気で意思を表せな
くなった人の亡くなり方を誰が決めるのかという
問題は、簡単に答えを出せるものではありません。
しかし、少なくともそれを決めるのは家族や医師
ではないという原告の立場に深く共感し、故人の
無念を社会に問う作品を執筆中です。いずれにし
ても、大きな山に丸腰で挑む無力感、自分の未熟
さに打ちひしがれる日々です。なので、さまざま
な人に巻き込まれていただき、お力をお借りしな
がら、ハードルを乗り越えていきたいと願ってい
ます。

●東アジアの平和をつくるために　　　佐藤 灯

はじめまして。新入会員の佐藤灯と申します。レ
イバーネットは、親しい友人が勧めてくれたこと

がきっかけで関わるようになりました。特に現在
は、「シングルマザーで派遣社員」の渡辺照子さん
に代表される派遣労働問題に関心をもっています。
私の友人の会員が、渡辺照子さんの取材や番組作り
に携わっているので、いろいろ学びながら支援活動
に参加していきたいと思っています。さて、自己紹
介ということなので、私自身が行っている活動の
ご紹介をしたいと思います。私は大学生の時に「沖
縄と東アジアの平和をつくる会」というサークルに
はいって、「日本と沖縄のあいだのさまざまな問題
（琉球の植民地化、沖縄戦や日本軍による強制集
団死、基地問題など）を学び、沖縄に行き現地で人々
の話をきいて学ぶ」という趣旨の活動をしていま
した。沖縄への卒業旅行が終わったいまも月に一
回、「日本の植民地主義を清算し、東アジアの平和
をつくるにはどのような思想・行動が必要なのか」
を考える学習会や「市民のための実践国際法講座」
を開催しています。これからの世代を担う青年層
のメンバーを募集しているので興味がある方はぜ
ひご参加ください。 

●労運研からの呼びかけ
8 時間働けば誰でも生活できる社会を！
「働き方改革」はすでに職場で始まっている。民
間企業では、業務の効率化、残業の削減、テレワー
クの推進などであり、公務職場では「会計年度任
用職員」の導入である。それに有期雇用労働者の
無期転換に伴う解雇・雇止め、派遣期間一律 3 年
に伴う派遣切りの問題がある。現場からは「仕事
量は減らないのに残業をするなと言われる」「残業
規制されたら生活できない」などの声が上がって
いる。賃上げと労働時間短縮、要員確保はセット
でなければ、労働者の声に応えることはできない。
この闘いこそ労働者側からの「働き方改革」であ
る。安倍の言う「同一労働同一賃金」「長時間労働
の是正」のウソを暴露し、格差・差別の固定・拡大、
労働強化の「働き方改革」一括法案を葬らなけれ
ばならない。労運研は、「8 時間働けば誰でも生活
できる社会を！」実現するため、最低賃金大幅引
き上げキャンペーン、労働法制改悪阻止全国キャ
ラバンを応援するとともに、4 月 21 日、22 日に第
6 回労働運動研究討論集会を開催する。（労運研事
務局長：伊藤彰信）＊ 4.21-22 の情報はウェブの
イベント欄を参照ください。
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